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特定健診・特定保健指導の
委託先の質の担保について

志木市健康福祉部

健康政策課 清水 裕子

平成２９年度短期研修 「生活習慣病対策研修」
平成２９年６月８日（木）

志 木 市 の 概 況

■市制施行：昭和45年10月（人口：31,912人）
■都心から25㎞圏
交通アクセス
池袋駅まで東武東上線で約20分
東京メトロ有楽町線・副都心線で、永田町駅・

渋谷駅・横浜駅まで直通

■

■世帯数：約３万４千世帯
（33,874世帯）

■面積：9.05㎢(市街化区域：6.41㎢)

■高齢者人口

前期高齢者（65歳～74歳）; 9,687人（12.78%）
後期高齢者（75歳以上）： 8,136人（10.74%）
■２，０２５年における７５歳以上の伸び率

順位３８位／１，７４１市区町村
平成22年国立社会保障・人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口」による推計

平成２９年５月１日現在

“市民力”再発見！
夢と未来を語れる

ふれあいあふれるまち志木
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３本の川がキーワード

志木市の特徴１
いろは健康２１プラン（第３期）・食育推進計画

市民健康意識調査から見えてきたこと

ふだん、運動や散歩をしている場所

土手･河川
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１日の平均歩数

６５歳以上女性

６５歳以上男性

２０～６４歳女性

２０～６４歳男性
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6,610 

志木市 全国

＊全国平均値は、厚生労働省「国民健康･栄養調査」（平成２２年）

単位:歩健康寿命
のばしマッスルプロジェクト
ＮＷ／ＰＷ事業を取り入れた
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国民健康保険被保険者の状況
１ 国民健康保険被保険者の推移【各年３月末現在】 ２ 年齢階級別男女別の被保険者数

平成２９年３月現在
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志木市の人口は増加傾向であるが、国保の被保険者数については、
平成２３年度以降は減少が続いている。
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H22年
度
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H26年
度
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度

志 木 市 252,721 265,764 274,812 287,685 287,279 305,841
県内市平均 270,944 279,558 287,665 296,689 305,090 320,636
志 木 市（前期） 464,842 482,971 506,188 509,910 490,880 500,137
県内市平均（前期） 448,204 458,316 463,529 470,190 470,886 485,727
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（単位：円）

※「（前期）」は前期高齢者の再掲、順位は県内４０市中低い方から数えたもの。
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～ 志 木 市 の 国民健康保険 ～
特定健康診査受診率の状況

第２期志木市特定健康診査等実施計画に示している特定健
診受診率は、平成２０年度以降、年々向上しているが、平
成26年度からは市町村平均を下回っている。

男女別・年代別の特定健診受診率を見ると、どの年代も
男性より女性の受診率が高く、65歳～74歳の受診率が
高い。40歳代、50歳代の受診率の向上が必要である。

※ 特定健診等データ管理システム「特定健診・特定保健指導実施結果報告（TKCA001)」（平成２６年度分）を加工・集計し作成
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志木市の特徴２
特定健診の結果から （第２期特定健康診査等実施計画より）

○受診者の８８．５％が生活習慣病のリスク（血圧・血糖・脂質）を有している。
○特定保健指導対象者は５６１人、そのうち保健指導を利用した人はわずか

２０．７％（１１６人）で、およそ8割の対象者が特定保健指導へ繋がっていない。
○非肥満であって、生活習慣病のリスクを有する人が３２．４％も存在しているが、

これらの人は特定保健指導の対象外となる。

志木市は
非肥満の

リスク保有者が多い
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死亡総数 悪性新生物

男性 女性 男性 女性

全国 100 100 100 100

埼玉県 99.5 104.4 98.6 101.5

志木市 97.3 103.6 91.3 109.7

心疾患総数
（高血圧性疾患を除く）

急性心筋梗塞 心不全

男性 女性 男性 女性 男性 女性

全国 100 100 100 100 100 100
埼玉県 112 115.7 107 117.4 94.7 105.8
志木市 101.5 111.2 87 105.7 89.6 96.2

脳血管疾患総数 脳内出血 脳梗塞

男性 女性 男性 女性 男性 女性

全国 100 100 100 100 100 100

埼玉県 102.7 107.1 96 99.7 102.9 108.4

志木市 106.1 101.5 84.1 64 105.4 101.7

■ＳＭＲ（標準化死亡比）の比較（平成２０年～平成２４年）

資料：厚生労働省 人国動態特殊報告

平成２０～２４年 人口動態保健所・市町村別
統計より作成

データヘルス計
画より

血圧では男性は収
縮期、拡張期とも
全国及び県を上
回っている。
女性は、収縮期、
拡張期とも県より
低いものの、全国
をやや上回ってい
る。
血糖、HbA1c
は、全国及び県の
割合を男女とも大
きく上回っている

状況である。

志木市の特徴３～標準化死亡比～
（男女とも血圧が高く、血糖値、ＨＢＡ１Ｃは国・県の値を大きく上回る）

男性は、脳血管疾患総数、脳梗塞、
女性は、心疾患、急性心筋梗塞での死亡率が高い。
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埼玉県国保連合会ＫＤＢシステムより

高血圧に起因する
循環器疾患の件数が
非常に多い

志木市 国保加入者 疾病別レセプト件数の推移
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し

志木市の保健事業実施計画（平成２８年度）

０歳

被用者保険 被保険者

後期高齢者
医療被保険者

３９歳 ４０歳 ７４歳 ７５歳以上

国民健康保険被保険者

国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画）

第２期特定健康診査等実施計画

後期高齢者医
療広域連合で
データヘルス
計画を策定各保険者でデータヘルス計画を策定

生活保護受給者

全市民（いろは健康２１プラン（第３期）・志木市食育推進計画・志木市歯と口腔の健康プラン）

特定健康診査等実施計画

志木市の
保健事業イメージ

市民全体

国保
被保険者

国保被保険者
ハイリスク者 ハイリスクアプローチ（国保）

・特定保健指導

・生活習慣病重症化予防事業（健診データなど
から糖尿病性腎症が第２～４期と思われる人）

・重複・頻回受診者訪問事業
・運動教室（対象：リスク保有者）
・減酒支援プログラム（HAPPYプログラム）

ポピュレーションアプローチ（全市民）
・健康寿命のばしマッスルプロジェクト（いろ
は健康ポイント事業、健康になりまっする教室）

・ノルディックウォーキング・ポールウォーキ
ング全国大会、教室
・健康づくり事業（健康まつり、健康Ｓtepup講
座、食育推進事業、ＨＡＰＰＹプログラムなど）
・各種相談事業（生活習慣病予防相談など）
・がん検診等受診促進事業・無料化事業
・歯と口腔の健康づくり事業
・こころの健康づくり事業
・介護予防事業 など

ポピュレーションアプローチ（国保）
・特定健診（４０～７４歳）、国保人間ドック

・各種健診受診勧奨事業（受診勧奨通知・
電話勧奨、３年連続情報提供、国保セット
健診、受診奨励補助金など）

市民力を生かした健康づくり
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13

生活習慣病重症化予防対策事業の実施状況

対象は、平成28年度開始市町を加え、40保険者（被保険者数166万人規模）となりました。

項番 保険者名

1 川越市

2 所沢市

3 飯能市

4 狭山市

5 羽生市

6 鴻巣市

7 上尾市

8 草加市

9 戸田市（注）

10 入間市（注）

11 朝霞市

12 志木市

13 和光市

14 新座市

15 八潮市

16 三郷市

17 日高市

18 鳩山町

19 さいたま市

項番 保険者名

1 川口市

2 東松山市

3 桶川市

4 北本市

5 富士見市

6 ふじみ野市

7 三芳町

8 越生町

9 白岡市

合計数値
保険者
数

被保険者数

共同事業参加市町 40 1,663,327

参考：埼玉県内全
数

63 約2,000,000

※市町村番号順

（注）戸田市・入間市は、それぞれ平成27年度・平成28年度より参
加する保険者であるが、平成26年度より市単独で共同事業と同
事業を実施したため（弊社受託）、平成26年度開始市町として扱
うことになった。

項番 保険者名

1 熊谷市

2 行田市

3 加須市

4 本庄市

5 春日部市

6 越谷市

7 鶴ヶ島市

8 嵐山町

9 美里町

10 神川町

11 上里町

12 宮代町

⼊間市

和光市

志⽊市
⼾⽥市

桶川市

坂⼾市

幸⼿市

鶴ヶ島市

本庄市

さいたま市
川越市

熊⾕市

新座市

松伏町

朝霞市
川⼝市

北本市

富⼠⾒市

⼋潮市

鳩⼭町

吉⾒町

川島町

⼩川町
嵐⼭町

越⽣町

三芳町

滑川町

ふじみ野市

三郷市

杉⼾町⽩岡市

寄居町

上⾥町

⼩⿅野町

東秩⽗村

美⾥町

神川町

⻑瀞町

皆野町

横瀬町

ときがわ町 蓮⽥市

⾏⽥市

⽇⾼市

伊奈町

深⾕市

鴻巣市

越⾕市

蕨市
草加市

上尾市

秩⽗市

所沢市

飯能市

東松⼭市

加須市

春⽇部市

狭⼭市

⽻⽣市

⽑呂⼭町

吉川市

久喜市

宮代町

平成２６年度開始市町 平成２７年度開始市町 平成２８年度開始市町 合計数値

健康寿命のばしマッスルプロジェクト
あなたも一緒に健康貯筋しまっする！？
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志木市

いろは健康ポイント事業

健康になりまっする教室

参加者全員に歩数計を無償で貸与し、歩数や体組成など定期的に測定し
た数値や、健康増進につながる行動をした場合にポイントが獲得でき、商品
券と交換できるもので、楽しみながら、健康づくりが継続できる事業。

参加者それぞれの生活や健康状態に合わせ、「歩くこと、筋力アップトレー
ニング、食事コントロール」の三位一体の指導をきめ細やかに行い、平成２７年
度は６か月間、平成２８年度は８か月間、しっかり健康づくりに取り組む事業。

生活習慣の改善 健康寿命の延伸

医療費適正化！

健康長寿埼玉モデル とことんモデル

み
ん
な
で
健
康
を
獲
得
！

健
康
寿
命
日
本
一
の
ま
ち
志
木
へ
！
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いろは健康ポイント事業の様子

計測会

商品券
交換

歩くのが苦にならなく
なった。

市役所へ来る回数が
増えた！

地域全体で
約３００万円還元

9割の参加率・脱落者
が少ない！

地域で使える商品券と交換
※平成27年度は
最高1人６,５００円

膝間力・足指力

健康になりまっする教室の様子

栄養講話

調理実習

なりまっする教室
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介入群 対照群 介入群 対照群 介入群 対照群
人数 114 331 166 494 280 825

平均年齢 79.1±2.7 79.0±2.6 79.1±2.8 79.2±2.8 79.1±2.7 79.2±2.7
年齢の幅 76-86歳 76-87歳 76-88歳 76-88歳 76-88歳 76-88歳

男性 女性 全体

対象者の特性（Ｈ２７年度）

後期高齢者
医療費

プロペンシティスコアの導出：年齢，性別，公費フラグ
入院医療費（介入前），入院外医療費（介入前）

・プロジェクト参加人数：1016名（65.7±11.1歳．40～88歳）

・運動教室(NW/PW)参加者数：155名（65.5±7.4歳)

男性 女性 男性 女性
介入群 133 303 68.2±4.5 67.3±5.6
対照群 423 839 67.8±5.3 67.4±5.1

人数 年齢

国保
医療費

プロペンシティスコアの導出：年齢，性別，公費フラグ，総医療費（介
入前），入院外医療費（介入前）

疑似的にRCT
化して検証！

→436名
→1262名

合計716名を追跡

死亡・転出等
データ除外

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

介入前 介入後

総
医
療
費
・
調
剤
点
数
(平

均
値
)[
点
]

介入による国保医療費(平均)の変化

介入群:38,534円→39,385円(1.0倍,+851円)
対照群:48,629円→52,773円(1.1倍,+4,144円)

2,433円
削減

介入群:93,001円→89,871円(0.97倍,-3,130円)
対照群:88,076円→107,915円(1.23倍,+19,839円)
運動群:107,621円→69,297円(0.64倍，-38,324円)

24,078
円削減医療費

総額

調剤
点数

介入群

対照群

介入群

対照群

N:介入群:436名(155名運動教室)，
対照群:1249名

運動教室群 62,566円
削減

レセプト枚数：介入群:6.0→5.5枚(-0.5枚)
運動群：7.3枚→6.2枚(-1.1枚), 対照群：6.1枚→6.3枚(0.2枚)
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～ 志 木 市 の 国民健康保険 ～
特定健康診査受診率の状況

第２期志木市特定健康診査等実施計画に示している特定健
診受診率は、平成２０年度以降、年々向上しているが、平
成26年度からは市町村平均を下回っている。

男女別・年代別の特定健診受診率を見ると、どの年代も
男性より女性の受診率が高く、65歳～74歳の受診率が
高い。40歳代、50歳代の受診率の向上が必要である。

※ 特定健診等データ管理システム「特定健診・特定保健指導実施結果報告（TKCA001)」（平成２６年度分）を加工・集計し作成
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～志木市の保健師配置状況～

【】保健師15名の配置状況を示す

福祉課【２名】 就労支援センター

（福祉総務、生活支援、障がい者福祉）

長寿応援課【１名】 地域包括支援センター 福祉事務所

（高齢者支援、介護保険、後期高齢者医療）

健康福祉部 子ども家庭課 【1名】 いろは子育て支援センター（ＮＰＯ法人）

（子育て支援、保育、学童） 西原子育て支援センター（ＮＰＯ法人）

（ファミリーサポートセンター） 宗岡子育て支援センター、児童センター（社協）

志木子育てサロン（志木駅丸井内）9月末終了

保育園（公立４園）学童保育クラブ（８か所）

家庭児童相談室（相談員２名）

（相談支援）要保護児童虐待関係、 DV、里親 女性相談 配偶者暴力相談支援センター等

児童発達相談センター【２名】

健康政策課【１名】 健康増進センター【８名】

（育休１名）

保険年金課

（国民健康保険・後期高齢者保険、年金） 管理栄養士

市民力を生かした健康づくり！

課長１名

職員８人
所長1名
職員12人
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志木市の特定健康診査

個別検診
・朝霞地区医師会へ委託（朝霞・新座・和光・志木）
・実施期間 ：７月１日～１２月３１日
・受診券発送：６月末
・がん検診と同時実施（５月～２月） H23年から
・国保人間ドック（３月まで延長）

集団健診
・業者へ委託
・実施期間 ：９月～１月
・がん検診と同時実施
・国保セット健診
・レディースデイ・保育付き

■特定健診実施率（法定報告）■

年度
特 定 健 診

対象者数（人） 受診者数（人） 実施率（％） 目標率（％）

平成２０年度 １１，１９４ ３，３８６ ３０．２ ４０

平成２１年度 １２，０５７ ４，１６５ ３４．５ ５０

平成２２年度 １２，２１４ ４，２６６ ３４．９ ５５

平成２３年度 １２，４８３ ４，３４８ ３４．８ ６０

平成２４年度 １２，５４１ ４，４６０ ３５．６ ６５

平成２５年度 １２，５６４ ４，８０２ ３８．２ ４０

平成２６年度 １２，３２６ ４，３３９ ３５．２ ４５

平成２７年度 １２，０７２ ４，４３１ ３６．７ ５０

平成２８年１１月２日現在
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■特定保健指導（法定報告）■

年度 特定保健指導
対象者数（人） 実施者数（人） 実施率 （％） 目標率 （％）

平成２０年度 ５２８ １１７ ２２．２ ２０

平成２１年度 ５６２ １０７ １９．０ ３０

平成２２年度 ５３８ ９９ １８．４ ３５

平成２３年度 ５６１ １１６ ２０．７ ４０

平成２４年度 ５２１ １１０ ２１．１ ４５

平成２５年度 ５６８ ８４ １４．８ ３０

平成２６年度 ５２９ ９４ １７．８ ３５

平成２７年度 ５２７ ５２ ９．９ ４０

平成２８年１１月２日現在
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平成27年度男女別・年代別特定保健指導終了率

女性

男性



14

志木市の特定保健指導
平成１９年

• （保険年金課→
健康づくり支援
課→保健師配置
１名

• １期計画策定

平成２０年

•健康づくり支援課
→保健師配置２名

•特定健診・保健指導開
始

•動機付け支援：直営

•積極的支援：志木市民
病院・H業者委託

•動機付け支援の該当
者：運動教室

平成２１年～２２年

•健康づくり支援課→保

健師２名

•総合健診センター開所

（保健師２名・管理栄養士

１名）
•健診センターで特定健診開

始

•特定保健指導全面委託（直

営）

•動機付け・積極的：運動教室

平成２３年 ★

• 健康づくり支援課→
保健師２名

• 総合健診センター
（保健師２名・管理
栄養士１名）

• 特定保健指導未利
用者・リスク保有者
の運動教室開始

• 未受診・未利用者ア
ンケート実施

平成２４年

• →保健師配置２名

• （保険年金課→健康
づくり支援課）

• 埼玉県けんこう大使
による受信率向上
キャンペーン

• ２期計画策定
• 特定保健指導非該当リ
スク保有者の運動教室

平成２５年

• →保健師配置２名

• 健康づくり支援課

•市民病院民間移譲

•総合健診センター
閉所

• 民間委託A社
• 運動教室（高血圧・
腎・DM）

平成２６年

•→保健師２名 管理

栄養士１名

•健康づくり支援課

•特定保健指導民間委

託A社＋B社

•データヘルス計画策

定

平成２７年

• →保健師１名、管
理栄養士２名

• 健康づくり支援課

• 平成２８年

• 健康政策課へ特
定健診、特定保
健指導、保健事
業執行委員
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志木市総合健診センターで実施

H25～委託 H25～A社
H26～B社

直営

H28
対象者394
実施者90
２０％？？
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平成２７年度の内訳
応募率（％）

１６．３５％

性別 応募率（％）

男 １５．２２

女 １８．９

対象者４０６名

年代 性別 応募率（％）

４０歳代 男 ９．８

４０歳代 女 ２５

５０歳代 男 １３．１６

５０歳代 女 ０

６０歳代 男 １３．８９

６０歳代 女 ２０

７０歳代 男 ２０．６５

７０歳代 女 ２１．２８

内訳 件数 占有率（％）

新規対象者 ２４９ ５９．８８

過去利用者 ３４ ８．１７

未利用者 １３３ ３１．９７

終了率は高かった！９６％

内訳 利用暦別応募率（％）

過去未利用者 ９．０２

過去利用者 ３２．３５

新規対象者 １８．０７

・自己管理できるから
・仕事で忙しい

・面倒・関心がない

全員に対
して電話

Ｈ２８
増加
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募集パンフレット

• 危機感を入れる

• 特定保健指導⇒読まないとわからない

• ↓
• 見てわかる→パンフレット→簡素化

• 色 →黄色・黒 アラートを出す！

• 内容をしぼる・・・すっきり！

• 科学的アプローチ→3色にまとめると良い！

応募率が上がるとクレームと比例する

脳梗塞
DM

覚悟を決める

平成28年度特定保健指導

• 業者と毎月顔を合わせ、状況を確認
• 特典をつける（目立たせる！）
• 積極的支援を増やすと実施率が上がる
• （しかし、脱落を減らす工夫が必要！）
• （６５歳以上は動機付け支援となる・・・）
• 通知の工夫と訪問型
• 強めの電話勧奨（本人→保健指導へつながる）

高齢の方→通知を見ていない→電話つながりやすい→募集につながる
若年層→わかりやすい通知・WEB・訪問型（どこでも）→強めの勧奨
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平成２８年度の内訳
応募率（％）

２３．６％

性別 応募率（％）

男 ２３．２

女 ２４．３１

対象者３９４名
応募者９３名

年代 性別 応募率（％）

４０歳代 男 ２７．２７

４０歳代 女 ４５．４５

５０歳代 男 ２０．５１

５０歳代 女 ３０．７７

６０歳代 男 ２１．２８

６０歳代 女 ２１．１３

７０歳代 男 ２４．６６

７０歳代 女 ２２．４５

内訳 件数 占有率（％）

新規対象者 ２０１ ４８．３２

過去利用者 ４４ １０．５８

過去未利用者 １４９ ３５．８２

全体的に応募率アップ！・いかに脱落を少なくするか！市保健師
管理栄養士から連絡が取れない方は電話

内訳 利用暦別応募率（％）

過去未利用者 １４．７７

過去利用者 ★３４．０９

新規対象者 ２７．８６

・自己管理できるから
・仕事で忙しい

・面倒・関心がない

９０人
の割合
Ｈ２８
増加

志木市の特定保健指導

• 業者選定はプロポーザル方式（質の確保）

（仕様書に細かな内容を入れておくこと）

• 本来は直営の方が利用率は上がる→
保健師、管理栄養士が十分にいないため、業
者委託が必要→上手に組み合わせて実施

• 直営が厳しい→きめ細かい支援が厳しい

• 業者⇒データ分析

⇒進捗管理をするために毎月チェック

体制の検討
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ご清聴ありがとうございました。

H29.5.21第３回ノルディックウォーキング・ポールウォーキング全国大会
全国から1,047人の参加者 いろは健康２１プラン推進事業実行委員会


